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第 16回節足動物発生学談話会
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茨城県新治郡桜村
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ガロアムシの産卵と卵期間について

養護主孝行・後関暢夫(東京農大・昆虫)

WALKE世;( 1937)はアメリカ膝ガロアムシ

Gryllo針。ttacampodeiformis Iま9月に成虫

となり，そむ約 l年後iとE主要詳し部期間が約 1

年であろうという乙とを報告している。

語義者らも百本産ガロアムシ GaII oi si a鍔G

M持one鍔sis0)生活史を鳴らかにするために

数年前から飼育観察を続けており，今閣はデ

ータとしては極めて不売分なものではあるが

埼玉県秩父，群馬県霧積，神奈川県丹沢，山

梨県大菩議綜で採集されたガロアムシの産部

と卵期間について報告するo

額育下(120C;ζれはガロアムシ生息地的

年平均気温)におけるガロアムシは7月-9

丹に終令になりその約508後の9月-11互に

成虫となる。議iま翠北約 1か丹後，離は約2

か丹後から交霊が聾察された。

産卵は交尾後数日ないし数10日後から〈産

卵前期は約908)行なわれ，卵はパラパラに

20個前後が 5-10日で産み付けられるのしか

1. An examp1e of oviposition by a fema1e 

Tirne of ovip. Date of ovip. 

1 Apr. 2- 10 

2 I May. 1- 5 

May.21- 24 

! Jun.20- 30 

Ju1.27- l.Aug. 

I Aug.28- 13.Sep. 

Tota1 

3 

4 

5 

6 

NO. of eggs 

19 

22 

27 

37 

16 

24 

145 

も産卵は l回限りでなく約 1か月間隔で数回

くり返され，多い錨体では 6留におよび総産

卵数は 145卵であった(表1)。

喜吉宮〈話題〉の談話会では ζれらお探題題

は160-1808である ζとを報告した(安譲歩

長島 1979)。しかしながらこ出様に整ーに発育

する卵は全体のうちのわずかであって中には 1年

5ヶ月以上経てフイ七するもりもあった〈表2)。ζ

れらの卵は途中で卵休眠をしていると考えられる

がそのステージについてはまだわからない。

乙の卵期間のパリエーションは卵群どとに

みられるだけでなく 1卵群中においてもみら

れ興味ある問題と恩われる(表 2)。乙の現蒙

は地境的に差がみられる様で秩父むガロアム

シでは比較的多くの卵が額謁に発膏する (7

か月立内〉が，丹氏霧壌からの弊でi語辞類題が

長い嶺向がある記長3)0 今後は議度を変えて同

様な実験を行なっていく予定でいるG

2. Egg period in severa1 instanses 

Brood Egg period(rnonth) 

5.3 】 5.6

5.0・.6.3 

9.5 -14.0 

12.0 -16.0 

9.0 日 18.0

A

B

C

D

E

 

3. E守守 period of G.n~ppon在n~~~ attained in various h呂bitat

C C: Chichibu 

e守守5 66 工28 17 304 D: Daibosatsu 
NO.of hatched:-
1ess than 7 months 29 6 。 。 35 T: Tanzawa …han 7…i 6  

2 s 5 31 
K: Kエrizurni

No.of died ε守守s 0 。 2 。 2 

Others I 31 120 73 12 236 
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ヤヱヤマサソリ或体卵巣の輯路および組織構成について〈豆〉

牧岡俊樹(筑波大・下旧臨海)

1977， 1978の再年に続いて， 197mとも同

じく沖縄県西表島から新たに21個体のヤエヤ

マサソリ雄成体を得た。前再年のものはいず

れも 7月上却のサンプルであったが，今回の

ものは10月上旬に採集会れたものである。今

回もまた，得られた成体全部と亜成体8個体

はすべて維で，明擦な精巣をもっ雄僧体は見

出きれなかった。また雌成体のうち17個体が

懐妊していた。以上すべての雌成体の卵巣を

綴織学・組織化学的に観察した結巣，誌報の

内容に若干の新知見を加える乙とができたの

で，乙乙にまとめて報告する。

来懐妊の部巣は法体4揺体でみられた。卵

巣本体は管状で，卵巣撲は基底膜告はさんで

内外の 2層から成る。内層は卵巣蹴をとりま

く単墨の再投上皮で，上波紹Eきの核は大きく

染色質i乙富み，明瞭な核小体をもたない。ま

た細胞質は比較的少なし均→乙議明である。

ζれらは頼絡の分化の程度が低い乙とを示

しているものと思われる。外層は多層む肩王手

上庶であるが，卵巣管の背側では縛くほとん

ど単層となり，腹側では厚く重なり合う O 上

皮縮胞は内j議のものよりや瓦小さいカ主再様

iと未分化な形態を示す。外層の外側に筋層は

発達しない。卵巣管の鎖倒正中線上に当る内

繕の上皮轄路の践に一卵母結患と関締結が出

現する。成体卵巣中には，すでに明瞭な卵原

細胞は見出されない。卵母細胞には大小2型

があり部巣当り 200掻読後みられる小型

の卵母細胞は値径約10ρmで，そのまわりを一

群の間細胞にとりか乙まれているo 間細胞は

内層の上皮細胞よりや百小型で，挺タjのしか

たも異なるが，同様に未分化な形態を示す。

大型の卵母細胞は直径30μm前後で，1卵巣当

り多くて 100錨ほどみられ，それぞれ一層の

伊胞上皮に鵠まれている。炉抱細胞は明瞭な

核小体と細頼粒上の染fS質を含む核と，RNA

iと富む細胞壊をもっ典型的な上皮締結である。

伊胞上皮はその基部で卵巣壁内簡の上皮に

つながっており，したがって炉胞腔は卵巣控

に通じている O 炉胞上皮lζ旬まれた大型の卵

母細胞は，その大きさの故に基底摸を押し上

げ，卵巣壁外層を圧迫して半ば卵巣表面から

顔を出しているが，まだ独自の卵柄組織をも

つには至っていない。

嬢経中の卵巣は成体17'鱈体で観察された。

未懐貯の卵巣との主な相違は，卵巣壁外層の

外側に厚い縦走筋層が発達する乙と，磁径30

.am前後の大型の卵母鱈鞄を含むき三組はすべ

て卵柄をもって体腔中lζ突出していること，

卵巣援内層および、外層の上皮細胞はそれぞれ

分北した影態を示す ζ と，内露中の小裂の手持

母細胞と間細胞は消失する ζと，などであるo

p胞を含む卵柄(一次卵柄)は管状で，卵柄

壁は慕底摸をはさんで内外2麗む上皮から成

るが‘これらはそれぞれ卵巣壁の内外麟の上

皮につながり，したがってこれらに由来する

と思われる。Þìf~椀控は頂部で炉抱控iに基部

で卵巣腔iと通じる。卵柄壁の内外2層の上皮

細胞は，未懐妊時の卵巣壁上皮細胞とよく似

た未分化な形態を示している。一次卵柄のう

ち約20本のもので経発生が始まり，卵柄は急

速に成長するとともに，卵柄壁土皮細胸は特

有の分化をはじめる(二次卵柄)。外!欝の細

抱は欝い轄癌壁をもち，強鵜な軽轄を作ると

同時11:，卵柄頂部では伍のための栄養吸収装

置を形成する。内層の細抱は多量の脂肪を貯

えて藤発生拐揺のエネルギー源を確保する。

やがて十分に成長した臨がうみ出されると，

残った卵柄(三次卵柄)は収縮し，しだいに

退化して行くカえすぐ引き続いて新たな二次

卵柄の成長がはじまり，卵柄は次の懐妊期iζ

入る。ある卵巣では一次卵柄，二次卵柄およ

び大きさの異なる 2種類の三次卵柄が見出さ

れ，少なくとも 3函自の懐抗期にある ζとが

知られた。

実験室内で出産後ひき続いて次の懐妊患に

入った雌個体は今までに 3樹体見られているメ
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クロオオアワの!js巣小警の微細講議および卵母組癌中の控状体について

近藤昭夫・出口幸男・渡辺久美子・下毘 明(東邦大・理・生物〉

漬者らは昨年の本談話会および動物学会大

会において，クロオオア 1)Campo符otusjapoω 

nicusの越冬前(10月)の働蟻の卵巣小管の

組織学的構造について報告し，乙の季節の最

も発達した卵母細胞 (70μmx 120μm)は

揮黄費で溝たされているが卵黄穎粒の形成は

まだみられない乙と，卵母細胞にはエオシン

好性小騒ぎ立を合む詰挟体のロゼット状集会が

みられる乙と，卵膜はまだ形成されていない

乙と， ζ れとi奇襲度の発達段轄にある女王議

の卵巣小管とは基本的に何ら差異が認められ

ない乙と，などを明らかにした。その後，上

記と同じ発達朗綾の働蟻および女王輔の卵巣

小管を議顕により観察し，いくつかの知見を

得たので報告する。

卵母細胞は直接約 0.9μm，長さ 8μm程

疫の管状体で満たされ，そのすき間にリボゾ

ーム，ミトコンドリアがみられる。乙の管状体の

義富は二重襲より或りミトコンドリアとの関連

が考えられるがクリステ様構造はみられず，

共生微生物の可能性もある。栄養騒龍群の爵

辺にもみられる乙とがあるが，由来について

も不明である。組議北学的観察からはDNA

.RNAを含んでいる可能性が充分に考えら

れる。卵母細臨の栄養縮瞳群寄りの投震に見

られる胞状体は，電顕観察からは核と判断で

きる。組織化学的観察結果も ζれを支持する

カマキザの靖子について

大木健常@宕弁JlI幸生(名吉露大学・数養・生物〉

〈本文書賂〉

〆が，いずれも新たな交擦は行なっていないの

みならず，雌性生殖器寝中iζ様子を貯えてい

が，卵母細胞当りの数が一定していない乙と，

すべてが卵核胞と同等なのか，一部は栄養細

胞から送りこまれたものではないか，など不

明な点が多い。ろ施上E誌は単層縞平上皮で，

細胞聞には重塁や細胞膜般合がみられ，卵母

締結彊せには教職毛がみられる。

栄養細胞の核は著しく大型で，核全体lと染

色鷲が童文荘し，核小体も発達している。ホイ

jレゲン反応で多議の DNAが検出されるが，

ピロニン染色では強い鶴牲は示さない。核罵

迎の細胞質には多量のリボソームがみられ，

ピロニン染色でも強い鶴性を示す。ミトコン

ドリアは細胞質の表層に多い。一群の栄養細

胞は細胞関橋でつながり，細胞数却をかぞえ

る例もあった。

影成細胞巣，卵黄巣を臨接おおっているの

は淳さ 0.7-1.5μmの菌有屠で，上皮鞘との閣

にはわずかなすき聞がみられ， ζのすき間に

は畠球の一種と，思われる遊離結胞がみられる。

卵巣小管令体を也む上皮鞘は 2閣の肩平細胞

!脅から或り， 21議む揺には気管小枝が入り

んでいる O

光顕観察からは卵母締結と栄養結語とが直

接連絡していることが考えられるが，連絡部

の電顕像については未だ観察する機会がない

ので詳細については不明である。

る徴候もないのである。
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力ブトガニの匪盤中央部の細i胞塊とその役割

伊藤富夫・岩崎真市(静岡大学教育学部生物学教室・三重県度会郡南島町吉津小学校)

カブトガニ伍の匹盤中心部の

細胞群とその役割を，組織学的

観察や，電気焼灼および細胞解

離実験によって調べた。

1. 組織学的観察(図参照)

睦盤が出現する発生段階Cstage

7 -8)において，旺盤部lζ細

胞の塊りがみられた。その細胞

塊には，分裂中の細胞や核の大

きな細胞が観察された。核の大

きさなど、から少なくとも 2種類

の細胞が混在しているようであ

った。その後，その細胞塊から

伸びる形で，中伍葉帯にあたる

と思われる細胞群が前方にひろ

がり，後方へは，クモ類やカブ

トガニの発生において特別にみ

られるcumulusposteriorにあた

る細胞塊がわかれていったCstage

9 -10)。そうして旺盤中央部の

細胞塊は小さくなっていく。匪

盤の完成Cstage10)の後，さらに

中匪葉帯は発達し，のびでいき，

腔盤中央部の細胞塊は，活発な

形態形成運動lζ伴なって，匹域

の後端iζ位置するようになった

Cstage 11-12)。

2. 実験

関口 C1966 )によって，旺

盤出現期の匹盤全体を殺すと，旺全体に比し

て，その部分は小さいにもかかわらず，発生

はとまる乙と，匹盤を 2分すると重複腔にな

る乙と，図の矢印の部分を殺すと後方欠損臨

が生ずる乙とがわかっている。それぞれ追試

し，確認した。

Ca2
+ free海水などで細胞を解離させると，

stage 7での処理では，再集合過程で，細胞塊

がいくつかでき，重複目玉が生じ， stage 8での

処理によって，旺盤中央部の細胞塊が乱され，

SIaj(e9 

川
U
…

G
A I P 

Histo1ogica1 features of the horseshoe crab， 
Tachypleus tridentatus. 

A anterior part， P posterior part. 
Arrows show the centra1 port主onof germ disc 
before stage 10， that is， the posterior end 
of embryonic area after stage 11. 
Sca1e 200いm.

後方欠損怪が生じた。

以上の結果より，睦盤中央部の細胞塊は，

臨盤出現期lとは，部分であっても，匹体全体

を形成する役割・能力があり，腔発生が進む

と，その部分は腔体の後方部の形成に関与し

ていると考えられる O それらの性質，および

図の矢印で示した位置から考え，睦盤中央部

の細胞塊は，環形動物や軟体動物lとみられる

中睦葉端細胞，のちの，増殖域の部分に似て

いると思われる O
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カイコの初期匪形成過程の電顕観察第 2報 匪盤葉および匹帯形成期

宮慶一郎(岩手大・農学部・応昆)

前報lζ引き続き，カイコの初期眼形成，特

に匹盤葉および匹帯形成lζ関連した超微形態

の変化を観察し，今後さらに追求すべき問題

点を整理した。供試材料や方法は前報と同様

である。

1. 発生の進行lζ伴う卵表面の形状変化

産下直後の卵の卵細胞膜は，前極部を除

いて粗の微繊毛構造を呈しており， ζれが厚

い卵黄膜中央lと突出しているCMIYA，1978)。

精子の侵入とともに卵黄膜の構造が変化して

受精膜が形成されるが，微繊毛構造は卵細胞

から離脱し，卵表層の細胞質は大型の突起を

突出させる。乙の現象は接合核の分裂開始直

前に顕著である。分割期では乙れらの突起は

小さくなるが，周縁細胞質に分割核が侵入す

る頃には再び顕著になる(cf.慶野・武居， 1978)。

2. 分割核を囲む細胞質の超微形態の部域

差

分割期I(増殖した分割核は卵表層に移動

するが， 一部は卵内IL残留し，後lζ卵黄細胞

核に分化する。移動中および卵表層到達時の

分割核を囲む細胞質中には多数の微小管が認

められるが CFig.l)，残留する分割核を取り

囲む細胞質中には粗面小胞体が発達し，その

断面は特異的な念珠状構造を呈しているCFig2)。

3 卵黄細胞の形成

周縁細胞質に侵入した分割核は，卵表面

lζ平行な方向に分裂した後にその周囲lζ細胞

膜が形成されて臨盤葉細胞となり，内部の卵

黄系とは第二次卵黄膜で区画されてし、るo 遅

れて卵表lζ移動してきた分割核は ζの第二次

卵黄膜の内側に接して留り，匹帯や睦膜の形

成lζ参加できないが，その周囲の細胞質の超

微形態は移動分割核のそれと同様で，残留分

割核の場合とは明らかに異な っている。後lζ

周辺部から始まる卵黄分割の際1(，ζれらが

最初の卵黄細胞となるが，乙れらと内部に残

留した分割核を中心として形成される卵黄細

胞の超微形態聞には差異がなくなる。

以上のような卵表層に移動する分割核と卵

内lζ残留する分割核を取り囲む細胞質の超微

形態の顕著な相違は，移動と残留という行動

の差に関連して生じたものか，固定による人

為的なものかは今後検討を要する問題点の一

つであろう。

E1ectron micrographs of c1eavage nuc1ei with cytop1asmi.c enve10pe in the 
same egg. Sca1e ぃm.
1. Nuc1ei entering into the perip1asm. 2. Nuc1ei remaining in the yo1k. 

er rough-surfaced endop1asmic reticu1um， m mitochondria， n nucleus. 
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イシノミ Pedetontusunimaculatus (総尾白)の中腸上皮形成

町田龍一郎(筑波大学生物科学研究科)

昆虫の誌較発生学iζ於いて，中露上疫の起

源は興味のある問題であるが，乙の論義の為

l乙，下等昆虫一無麹昆虫・下等有麹昆虫ーの

中腸上成形成の知見は大きな意味を持っと患、

われる。倍、洋シミ (Sharov，'53) Iζ於いて，

下等三顎類にみられる卵黄鱈胞による中競上

皮形成と一般の有趨見虫に見られる外睦譲二

極性の中腸上皮形成の折議型とも言える形成

様式がトンボ類 CTschuproff. '03; Ando治2)

に於けるのと同様iζ報告され，昆虫の中麟上

長彰戒に関し論じる上で多大な貢献を為した。

イシノミはシミと共に総隠目i乙属する昆虫で

あり，その中腸上皮形成は，下等三顎類と有

麹見虫に於ける中腸上皮形成の関連を考える

上で，吏iζ新しい知晃を与えると曹、われる O

ここではイシノミ Pedetontusuni macu!a tus 

MACHIDAの中腸上皮形成過程を観察したので

報告し，他の昆虫のそれと比較し考察する。

観察結果・考察 4シノミでは中麗上皮形成

が開始される時菊花開黄は既iζ内職中経葉で

覆われている。まず最初に卵黄細胞が無糸分

裂で増殖し，球形・小型の細胞が分化する。

それらの細胞は卵黄表騎へ移動しそζ に着床

し無糸分裂を右ない，結果として10錨議後の

縮抱から成る fクリプトjカ彬成される。卵黄

の消費lとより卵黄中央に中腸原基全長にわた

り腔所が生じ，卵黄自身もブ、ロックに分割さ

れる時期に，クリプトの細胞は有糸分裂を開

始し，問時に弗黄F尽に寵まった喜界黄軽E告は無

糸分裂的lζ増殖し新たに球形・小型の細蹄が

分化する。その後，乙の球形・小型の細胞の

卵黄表層への移動，クリプトの一部の細胞の

卵黄表j援に沿った移動が始まり， ζ の結柴，

中露上皮が形成されるのである。乙れらの中

議上E支の締結はその詮議で無糸分裂を行ない，

上皮はより密に細胞で構成されるようになる。

クリプトは形成されたよ皮で覆われるが，そ

の後も存続し中腸上皮の更新に関与する。イ

シノミの中麗上皮はその全長にわたり上述し

た過程により形成され，日揺・紅子守臨はその

形成iと関与しない。

イシノミで、の中腸上皮形成への卵黄細胞の

関与様式はトビムシ(Jura，'66)とシミ CSharov.

• 53; Woodland. • 57)との中露的発達段階を

示す。すなわち，薦者では中腸上皮はクリプ

トの増殖のみにより形成ちれるが，後者では

クリプト形成後なお卵黄内に留まる卵黄細胞

の表層への移動のみにより形成され，イシノ

ミの中鶴上皮はその再者に見られる二様式で

形成される。イシノミでは中麗上皮はトどム

シi乙於けるのと同様にその全長にわたり卵黄

細胞のみに由来するが，シミ・トンボに於い

ては前述した様に口陥・ HI門陥の増殖も関与

するζ とが報告されており， ζれはトビムシ

.イシノミに見られる中腸上皮形成から一般

の有姐昆虫iζ見られる外脹葉二極性形成への

過渡的発達段階と考えうる。こ乙で注目すべ

きことは，イシノミの中腸上皮形成には篠か

に口賂・紅丹揺は罷与しないものの，口鶴妥B
i乙於いてシミ・有趨昆虫iと見られる外経葉性

中腸上皮形成の未発達段階とも考えられる外

匪葉の外翻・伸長が認められる ζ とである。

現悲までむ知見で，.EE，虫の中腸上皮形成に

はトピムシ シミー有鵠昆虫という発達段i替
の系列が:考えられるが，今屈の結果からイシ

ノミの中腸上皮形成はにの系列の中でトピ、ム

シとシミをつなぐ段階に位置するだろうとと

が考えられる。
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プライアシリアゲ Pa1Wrpapryeri MACLACI王LAN (長麹目)の中腸形成

鈴木信夫・安藤 総(筑波大学生物科学研究科・菅平高原実験センター〉

プライアシリアゲPanorpaρryerzの属する長

趨自は，完全変態箆虫類中，最も古いグルー

プのーっと考えられているが，その笹子発生

はWOLF( 1961 )のP.communisの匹子発生

(未発表)の他には.P.βryerzの初期発生

(ANDO 1960， 1973)と複援の経子発生 (ANDO

& SUZUKI 1977)しか調べられていない。

我々は，現在長錨目のいくつかの科の比較

発生学的研究を行なっているが，今函の報告

では，P.ρryeriの中腸形成iとついて述べる。

<結果>(1)前方中腸原基の形成:産卵後60

hrs (P. tryeriの卵期は.210Cで150-60hrs)

になると，経子む頭部中央Iζ口絡の簡入が生心，

それと同時に陥入部後半に中腸原基になる細

胞が分化を始めるo 日陥の陥入に伴い，乙の

経緯群は口結底より後方へ伸長する 1対のリ

ボンとなる。

(2)後方中腸原基の形成:産卵後60hrsの服

子末端の学摸は後端から蔀方へ約 100μmは

肥厚しており，持来ζの部分から区内陥麗と

後方の膿が作られる。睦子末端は 62hrs頃か

ら卵黄中へ陥入を始め， 64hrs になると将来

症向賂誌になる部分から中麗原基になる結路

が分化を始めるo 蹴卵後70hrs になると虹門

陥底は平らになり，その上l乙l腐の中腸原3惑
がのり，言Ij方iζ!匂って伸長する l対むリボン

amr pmr 

mr 

開t

になる。産卵後72hrsになると旺門陥践に 3

対〈時計の文字較むい 3・5・7・9・11特色

位置)のマルピギー管原基が分化してくる O

(3)それ以降の中腸形成:産卵後72hrsでは，

前方中腸原基のリボンは，第 1胸節のあたり

まで，後方中鰭療基のリボンは，第8駿節あ

たりまで，体腔繋上部一腸腔中腔葉の背面に

そって伸長している。産卵後84hrsで前後の

rt鶴原基のリボンは，第 3-4援護告のあたり

で癒合し，口陥底から匹門陥底まで連続した

1対のリボンとなる O 次に ζのリボンは卵黄

の緩癒を被う様に騒を広げ，鰻壁中経葉はそ

れをと追う様に中麗原基の裏打ちをする識に幅

を広げる。産卵後 108hrsでは中腸原基はさ

らに帽を広げ，卵黄腹面の露出は腹側神経索

の上部付近だけとなる。一方，議壁中経葉は

ζの頃から内外2層になる O 路子反転の頃

(産卵後 116hrs)Iζ中腸原基は卵黄の臨側を

完全に被い，範子の背部閉鎖iと伴い，中鰻の

背面でも中腸上皮が癒合し，中腸は管状にな

る。産卵後 140hrsになると，比較的多くの

再生細胞と思われる細胞が上皮細胞中に見ら

れ，特に上長締結の厚い背詣鶴で，より多く

見られる。癖化直前になると上皮細胞は中腸

各部で，形態の分化が見られ 1令幼虫のも

のと，ほぼ毘様になる。

mg 

ん c:::v 2 ~理空挺多ノ3 可塑謡彰r4 '<..司三ち/5
Mid-gut formation of Panorpa 
1.6Ohr， 2.72hr， 3.ca.l00hr， 4.116hr， 5.ca.130hr after oviposition. amr;anterior mid-gut rudiment. 
吊吉;開ld-宮ut，昂r;出 ldωgutrudi間ent，出t;Malpighiantubule， 骨d;proctodaeu罰， p酷ず;posterior開id・gutru-
di開ent，sd;stomodaeum. 
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睦子発生から見たアザミウマ自の類縁関部

次いで半麹践に近縁であり，ハジラミ，

ラミ呂からはやや遠い。

2. アザミウマ自は他の悶/亜日と共通しな

い独自の特徴を最も多く持っており，Psoco・

pteroid， Hemiptξroidのいずれからも独立

しているように恩われるo

シ

現時点で比較的データが多いと患われる

Hemipteraでさえ，知見は不十分であり，ま

た，それぞれの自の材料が必ずしもその目を

代表するものでない乙と安考慮すると，今回

の整躍で明確に系統関係を結論づける乙とは

できなかったが， Psocopteroid.H叙nipteroid

と併列に Thysanopteroidを置くζと(PESSON，

1951など)は妥当なものと思われる。

ぺ
w
h
何
一
肘
仏
口
匂
旬
C

明
両
足

C

C

A

S

A

A

B

C

E

C

A

B

C

C

B

B

A

B

C

A

B

A

A

 

司
化
M
h
A同口、同
G
E

C

C

A

C

A

B

E

t

E

C

A

B

C

C

E

B

A

B

A

~

A

B

B

A

 

時
開
臼
h
n同
口
問
問
的
h
司ト肘

B

B

E

B

B

C

C

A

A

C

A

B

A

B

A

B

B

B

A

B

A

A

A

 

同
向
己
パ
同
内
向
GP~
師、

A

A

B

E

A

B

B

B

B

B

B

A

B

A

B

A

B

A

B

B

B

A

C

 

司
臼
司
司
ハ
同
日
凶
A
H
q
h高

A

A

B

B

A

A

E

B

B

B

B

A

B

A

B

A

B

A

E

E

B

A

E

 

刊
、
問
削
L
m
n同日

U
G同
島

Ovary type I A 

Ovariole number I A 

Microp日1e I A 

Symbion乞 1A 

Oosome I A 

Cleavage center I A 

Cleavage synchron百 IA 

T1igration period i A 

Energ.id distribution t A 

Yolk cel1 formation J A 

Yolk cleavage I A 

Ventral plate form ! A 

Germ-band t日pe I A 

Germ句 bandpostur仔 IA 

Inner 1a苦erformaεion 1.4 

Katatrepsis t日pe I A 

Coelomic cavi t日 t日pe I A 

md判 gutepithe1ium I A 

Midザ utfor間 針 。n I A 

Tentorial invagination t A 

Ganglion formation I A 

μalpighian tubule number I A 

Number of rectal papillael A 

有趨昆虫は Pa1aeopteraとNeopteralとわけ

られ，後者はさらにおlyneo持 ra，Paraneopt-

eraそして OligoneopteraIζわけられる。アザ

ミウマ自Thysanopteraは異論はあるにせよ，

Paraneopt邑ralζ含ませる ζ とが一般に行われ

ている。乙の Paraneoptera(準新矧群)は通

常チャタテ目 Psocoptera.ハジラミ日Mallo-

phaga，シラミ自 Anoplura，アザ、ミウマ宮

古1Ysanoptera，それに半期目のHomopteraと

Heteropteraをふくむ。 ζの6呂/亜告はさら

にPsoむopteroidとHemipteroids. str にわけ

られる乙とが多いが，前3者を Psc吃opteroid

としてまとめることにはあまり異論はなく，

最後 2者をHemipteroidとすることも論をま

たない。しかし.Thysanopteraがその何れに

より近縁であるかについては混乱がある。

ζのような議論は，成虫・幼虫の外部形態

や内部解剖の比較検討と少数の化石からの考

察によるもので，卵形成や睦子発生の比較は

行われていないO

今回，ツノオオアザミウマ Bactridothriρs

brevitubusと同属の近縁醸の発生に関する観

察を行なったので，それをもとにして Para-

n田 pteraの他の 5日/亜日と比較してみた。

当初，取り上げてみた項呂(Characters) 

の中から，自レベルでの考察にはふさわしく

ないもの部のtaxon(←a)からは全くその

項自に島きする知見が得られていないもo，そ

して 6taxaに全く共通であるものを省いた

ととろ，項目数は251となった。乙れらの項目

についての特徴を各々 2-3の類型にわけA

orB，あるいはAorBorCとcodeすると Tabl巴

1のようになる。 (ABCIζ傾斜はない)

この表の中から単純にそれぞれのtaxaが互に

共有するcodeを集計する ζ とによってTabl巴

2 p.23が出来あがる。乙れらからつぎの事項

が考察される G

芳賀和夫〈筑波大学生物科学系)

Coding scheme of embryonic development 
in pal'aneopteran orders 

Table 1. 

nu 

アザミウマ目はチャタテ目lζ最も近く，1. 



下等な完全変態類の睦子発生について

安藤 裕(筑故大学菅平高原実験センター)

有趨昆虫わ完全変慧類〈新議群…霊童青趨群)

.，ま9爵の昆虫群iとより構成されている O ζの

9自はさらに紙趨類系Neuropteroidea，長趨

類系Panorpoid朗，膜趨類系Hymenop総roidea

iζ分けられる。

完全変態類の経子発生はよく辞究されてい

るように思われがちであるが，実際iとは研究対

象に片寄りが見られ，今尽知られている ζの

翠磁器子発生に爵する知議には多くの欠落がある。

ζ のため，今日まで殆んど研究対象になっ

ていない厳題類系の誌趨民長題類系の畏趨

白などの発生を調べ，特iζ下等な完全霊童類む経子

発生の特徴を見出そうと努めている。

ζ こではE左越自Megalopteraのネグロセン

ブリ Sialis mitsuhashii (センブリ科)の成製粉}

裂から内星形或までの発生過裁で現われる議

第賓の内から，下等な種額の特畿ではないか

と考えられる形髄を拾ってみる。

(1)成熟分裂，受轄，卵害:!J

S. mitsuhashiiの或熟分裂加ふ受精には

pog 

... 

特性は克られないo:!'Jf.l黄には多量の詣鋳が含

まれ，弗議粒には好へマトキシリン性と野

立ニオシン伎のものが見られ，喜在者は卵の腹

側域iと，後者は卵の背側域iζ分布するのが

一穀である。卵苦手j中心は揮の前方から1/3

の付近で，部翻iとはglj1と特識はない。

(2) 睦盤葉形成，臨域，脳外域の分化

経盤葉影成e出来上った駈盤葉iとも特に

詣縞するような特急はない。しかし， ζの

臨機葉の中iζ服域と踏外域が分化するよう

な時になると本種の特色と考えられる広い

路域が現われる。同G-1 (正中韓新語)，

J (左鶴額〉で分る通り，経外域巴鵠は分

化時代は弗背言語中央の撮られた部分のみで，

賎余はすべて服域間 (vp)である。

S. mitsuhashiz'の察後緩む近くに盤状の

総額粒pogカ辛子荘しており，卵iと経盤葉が完

成した頃になると，極頼粒があった位置に数

の競生種類組鮮の塊まりが見られる。 ζ却ま

鱗趨吾参主主題自で知られたような極経緯とは

相途するカえ同一カテゴリーのものであるの

館内!雲形成

ζの虫的内藤形成は腹較の中央やや前方

りの点 rmpと去ってもいいような狭い範

関から始まる。 ζれは極めて特異な特撤と

るもので， S. mitsuhashiiのみの特色

なめか" 1.玄趨自共i護むものなむかと明らか

にしたい。腹舷 vpはとの閣になると，やや

小さくなるものの，それでもなお卵の膿側一ぱ

いに迄がっている。内j雲形成の立後的経過

にはさして特をさがなし経帯襲富む庄中線

に沿い中根mplカち子化L.，原潜pgrを伴うタ

イプである。

以上ネグロセンブリの内麗形成期までのあらまし

を述べた拭これらの内で" 1司極めて正いきs域を

占める旺域の分イt，2，狭わな周I壊された蜘}から

開始される内j麗形成はζの虫の大きな特fちといえ

よう。また，題生鶏穂路が謹む勝、時需に認めら

れる点、も特舶のIっとしても，よいかもしれない。
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ヒシモンユスリカ (Chir01Wmus samoensis)遠心卵の NaCN処理による
重複匪出現頼度の増加

矢島英雄・桜井睦子(茨竣大・理学部・生物〉

矢島は'九年の本会(菅平〉においてユスリ

カ卵を遠心後300Cで、培養すると波顕奇形が，

20
0

Cでは双腹奇形が多く得られる ζ とを報告

した。乙の結果をZISSLER& SAND旦R('73)が

Smittia卵の電顕観察で示したミトコンドリ

アが卵前端近くに集中して存在するとの結果

とあわせ考え，波頭奇形は代議レベルの高い

所で，双援奇形i土器い部議で決定されると推

論した。然しながら，その後KALTHOFF等('75)

は卵前端uv照射による双腹奇形形成に結び

っく αAnteriordeterminant"の候補としてミ

トコンドリアを考え，それを様々な方法で検

証する実験を試みたが結局Anteriordeter事

mina誌がミトコンドリアであると示すζ と

はできなかった。その上Kandder-SINGER& 

KAL THOFF (' 76)が Sniittia卵前端へRNase

を与え双腹奇形を得る乙とに成功して.Anterior 

determinant はRNAを含む物質であると示す

ζ とによりパターン形成へのミトコンドリア

の寄与が完全に否定された。

今居の研究では，まず影雲決定に欝係する

温度条件がどの発生段階で効くのかを知るた

め，遠心後300Cで飼育した騒を適時2000と移

し.60分後再び300Cへもどすという実験を行

なった。その結果，温度が作用するのは， 2 

極細胞期lζ遠心した場合，その後70-100分

経過した時期である乙とが判明した。との時

期は分層が75-805ぢ以上もどった時鶏に当り，

表層縮路賓の状態は多核性経盤葉期中期にほ

ぼ該当する。

所で，たく BODIVE等('36)がノイッタ卵を遠

心すると呼吸率が著しく低下することを示し

ているが，双閥奇形形成を導く遠心後の高温

度での培養が，そむような呼吸抵下の不和な

状態から好適な条件に変わるようにするのか，

或いは逆に更に悪い条件にしてしまう ζ とな

のかを知るため，卵を遠心後，双頭奇形の出

にくい20
0

Cで，呼吸間害をおとすと考えられ

るNaCN会様々な護霊 (50，um-l00μm)で

含む水溶液中で飼育する実験を行なったQ そ

の結巣 2極細胞期で、遠心した場合はNaCN濃

度の増加に伴ない双頭奇形の出現頻度が増し，

それより30分後で遠心した場合は低濃度でま

ず双腹奇形が現われ，濃度が高くなるに従い

代って双議奇形が培加した。更に遠心部の

NaCNIと対する感受窮を知るため遠心後様々

な時期lζNaCN溶液に60分間ずつ探す実験を

試みたが 2極細胞期遠心後 100分までの聞

には特別な感受期は見出せなかった。つまり

ζの時期以前ではNaCWc早く接触させても

遅く接触させても多双頭奇形の出現頻度が増

すという効果に差がないことが判った。 ζ の

結果は特別な感受顛がある培養護疫の効果と

対照的である。

以上のように，今回使用したようなNaCN

濃度範囲では非遠心卵で:はただ発生後おくら

せるだけであるが，遠心された特殊な状態iと

あるとはいえ，京頭・双腹奇形の出現頼度iζ

影響をあたえるという乙とは， KALTt至。FF等

('75)の苔寂したのとは沼!Jな意味でのパターン

形成へのミトコンドリアの寄与が考えられる。

今回の結果から，双頭奇形頻度が漣iL後卵を

NaCN接触させる乙とで増すことから，頭部

形質が代謝レベルの低い条件下で決定される

という，先の報告とは別な考え方が可能とな

るが，一方綾部影費、決定が呼吸槌響下で行な

われないため頭部形賓が決められるという受

動型の方式を考えられ，二様の説明が可能で

である。市惜の説明は，先のZISSLER& SANDER 

('73)のミトコンドリアが卵前端に多く存在

するという観察結果とは相入れぬかもしれぬ。

いずれにしろこれら二通りの推測のいづれが実

態に近いか，あるいはKALTHOFF等〈マむの

示した RNP系の"Anteriordeterminant"の

作用とミトコンドリアの働きがどう関連する

かは，今後の研究が待たれる。
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ヘピトンボ CProtohermes grandis THUNBERG)の気管鯛の発生

宮JII幸三(学習読〉

ヘビトンボ幼虫は第 1-8腹節iと気管鱒，

Ctracheal gills. abdominal filaments)をも

っO 同自のセンブリ (Sialis)には第 1-7腹

筋κζれがあり，鞘趨呂のカ、、ムシ(Hyd rothil us) 

幼虫i乙も同様の器官がある。 Panorpoid群幼虫

には腹節lζ種によって多様な対をなした突起

を生ずる場合が多い。 ζの場合，多くが運動

器官として機能する。捜部の体節iと，摘脚と

ほず同列lζ生じた突出器官は白から胸部(付

属技， appendages)と朝時かどうかむ国題を

提認する。日INτONc1 955)はPanorpoid群幼

虫安比較して，乙れらは適応による二次的な

ものと考えたのに対してMATSUDA(1976)はζ

れらを胸脚と相同であるとみなしている。両

者の論拠はそれぞれ進化不可逆の法則CDollo's

law)と異時発生(heter∞hrony)に基いてい

る。

ヘピトンボ眠lとは第 l臨節lζ側脚 Cpleuro叩

podia)と気管鰭震基の 2対が現れることは

すでに筆者によって報告された CMIYAKAWA，

1979)とおりで，側脚は腔期に機能して退イと

する一方，気管鰻は勃虫患に機能する。 2対

の突出が腹節に胸脚原基とほ Y同列l乙現れる

乙とは昆虫臨では稀で興味ある事実である O

そζで気嘗鰻の発生を機織とむ設置関係や，

筋肉系，気管系およびエノサイトCoenocyt出)

との位置関係について観察してみるζとにした。

68経一麗離において，気管格入と正中線

の聞に 3対の隆起が現れる。側方よりそれぞ

れ，後iζ気管鯨を生じる隆起，側脚および問

ヂIJの経起，神経睦起である。

7日匹 気管鯨が生ずる隆起は切片にして

みるとその突出部において著しく肥厚してい

て，その内方にエノサイトが大きな遊離紹脇

群として見られる。背腹lと伸びた側筋Clateral切

musc1e)原基がその内側をよぎる。側騨は突

出している。臨筋 Cventral muscle)原基は側

脚と神経節の聞に分布する。

7日目絡の盛一気管鯨を生ずる蜂起は，勝

子の樹方伸展iとともなって体側に移り，表皮

は簿く平坦になるが，気管鯉を突出する小部

分でや三厚い。エノサイトや筋肉との位置関

係は変らない。樹騨は皮下iζ陥没し縮担賓の

一部のみ突出する O

88g主ー気管鰹原基は表皮が袋状iと突出し

た構造として観察される。その中には気管の

分校が入り，基部には瀧離したエノサイトが

散夜する。また基部には{!!Ij箆む一部が付着す

るが側筋の大部分はこ ζを通過する。皮下に

陥没した側脚は退化しつつあるO

以上の韻察を要約すると次のようになる。

(1) 気管鯨はエノサイトを生ずる剖3位の一部

分が突出して形成される。

(2) 脅謹に走る鑓蕗群の大部分はこの部位の

内側を通過する。

(3) 乙の部位は腔幅の伸展とともに体側に移

り，寵箆群から遠ざかる O

次Iとエノサイトを生ずる部位を他の見虫眼

と比較してみた。クサカゲロウ CChrysotaρerla)

の鶴識が路没する時期の横断窃片像.CBOCK， 

1939 )はヘビトンボのそれとよく似るO ヒゲ

ナガカワトビケラ CStenotsyche griseitennis) 

のこζノサイトを生ずる部位と箭肉系とむ関採

CMIYAKAWA， 1974)もヘビトンボとよく似る。

たずし，乙の両種ではそこに突出器管が生じ

ない。一方，プライアシリアゲ (Panortatryeri ) 

の腹筋iとみられるStyliform appen dagesは神

経部域に近接して発生 (ANDo&HAGA，1974) 

いへどトンボの気管鱗と発生部域を哲らか

にする。 ζの乙とは昆虫類幼虫の腹肢が

必ず、しも相関でない乙とを示す。

o上のことから結論すると，ヘピトンボの

気管鯨が全体として胸脚と相同であるという

乙とは否定的である。どちらかといえば側脚

の方がそれと相同である可能性が大であるよ

うに思われる。
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OVIPOSITION AND EGG PERIOD OF GALLOISIANA NIPPONENSIS 

(CAUDELL ET KING) (GRYLLOBLATTODEA) 

NAGASHIMA， T. and N. GOKAN 

Laboratory of Entomology， Tokyo University of Agriculture 

When 1avrae of GαUois手ana 持ippone月siswerεraised in our 

1aboratory at 120C， which correspond to an average temperature at 

the habit乱tof GαZloisiαnαthe fina1 stage nymphs appeared during 

the period from Ju1y to September and the 品du1tsemerged in 

S巴pt母mberthroughトlovember.

トi品tingwas observ邑d in mor号 than a month-01d 品くiu1t in mal告，

whi1巴 infemale it was not noticed to happen unti1 two months 

after emergenc己.

Oviposition began sev巴ra1days after copu1ation and 1asted 

for 5 to 10 days零 Theeggs were deposited deep in cotton woo1 

(through ovipositor) or 1品idr昌立do訟1yon the surf品ceof the materia1. 

Tota1 numb邑rof日ggs 1aid in a series of oviposition was usually 

about twenty. Oviposion was repeated severa1 tim日sat interva1s 

of a month， in an extreme case it attains to 日ix series of oviposi 

tion wer日 recordedin a 1ife and the tota1 number of eggs 1aid was 

145 (Tab1e 1). 

1n th号 previousp旦per (pres巴nt己d for the 15th meeting in 1979)， 

Ando and Nagashim乱 statedthat the embryonic period of the same sp巴-

cies was about six months. However， according to the recent obser 

vations， the period 1asted one year or more in most cases (Tab1e 2). 

1n such cases， embryos m品ypr告sum丘blyenter di丘pause 品t some embryo-

nlc stag母，

1t is worth to note that such variations of deve10pmenta1 

period were observed not on1y among the different broods but a1so 

within a brood. Such a phenomenon possib1y differs among egg5 from 

different habitat (Tab1e 3). Eventua11y the 日ggsfrom Chichibu， 

for inst品nc母， rather合ven1ydev邑10pedand h昌tchedin 邑55than s告ven

months， whi1e embryonic p邑riodof th邑 eggsfrom Tanzawa and Kirizumi 

was much 1onger. 
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STRUCTURES OF ADULT OVARY 1N THE V1V1PAROUS SCORP10N， 

LIOCHELES AUSTRALASIAE (11) 

MAKIOKA， T. 

Shimoda Marine Research Center， The University of Tsukuba 

Adult ovaries of this species are a pair of tubes running along 

the ventro山 medianside of the inner layer. Oocytes and interstitial 

cells， about 200 and 100 in number per ovary， resp邑ctively，are 

found in the ov旦rian母pith告lium. These two typ邑sof c色11sass母mble

to form古ggfollicles. The 号ggfollicles grow and are lat桔rdischarg母d

from the ovary into the body c品vity. Aft告rbeing discharged each egg 

follicl日 holdscontact with ovarian wal1 through a stalk which or土gi-

nat母dfrom the ovari品n epithelium. Among the oocytes formed in the 

ov品rianepithelium around 100 are discharged and sit on st品1ksto 

form primary stalks， whil邑 theremaining 100 oocytes stay in th日

ovarian epith日liumand gradu品llydegenerate. Not all the primary 

st品lksstep to further development in one gestation cycle. About 

20 primary stalks grow and the oocytes in th日m also grow rapidly， 

and the stalks b告co忠告 S号condarystal1王s，in which th母 eggs d母velop

into embryos， probably parthenogenetical1y. The other primary 

st品lks，how~ver. remain in th巴 restingcondition until th母 n母xt

gestation cycl由 Afterth合 birthof the first embryos， the empty 

stalks (the t母rtiarystalks) deg日nerat邑 Thenext g告stationcycle 

starts instantly and乱bout20 primary st乱lksbegin to develop into 

n思w secondary stalks. The cycles 昌rerepeat告d.

Som日 developm告ntalrel旦tio孔ships 乱mongtypes of c告11sconstitut圃

ing the ov品ri品n tissu官sduring the repeated gestation cycl♀s are 

discuss古d.
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THE FINE STRUCTURES OF INCOMPLETE OVARIOLES OF AN ANT， 

CAMPONOTUS JAPONICUS MAYR 

KONDO， A.， Y. YAMAGUCHI， K. WATANABE and A. SHIMODA 

Department of Biology， Faculty of Science， Toho University 

Previously， we reported a prel工minarynote on i compl巴te

ovarioles of the workers of CαmpoηotUB jαponiσUB MAYR collected in 

Octob巴r. Rec ιntly， we had '、pportunityto observe them electro 

microscop.cally. 

The immature oocyte of the stage immediately before yolk granule 

formation is filled with tubular bodi巴s，0.9 jlm in di乱m巴terand 8μm 

in length， anJ ~ith free ribosomes anJ mitochondria. The tubular 

bodies， which have envelope of double JTl ei.~~)ra孔巴 s and intern31 space 

filled wi th amorphous su1J誌で rate 、， m札y b巴 symbionts rather than mito 

chondria. 'Vesicular bodies， which are also f、und in the immature 

oocyte clustering in the region near nurse cヒ11s，are identified as 

nuclei from their morphology and histochemical characters. How巴ver，

clear explanation has not been made for whether these vesicular bodies 

are all the same， and whether they are derived from nurse c巴l1s.

The nurse cell has large nucl巴uswith sparsely distributed chro" 

matin and distinct nucleoli. Histochemically， the amount of DNA 

in nurse cell nuclei is estimated as much larger than in the somatic 

nuclei. Free ribosomes are rich in p巴rinuclearcytoplasm， and mito-

chondria are found only in cell cortex. Intercellular bridges join 

nurse cells into a syncytial group. It is， however， unclear whether 

intercellular bridge exists between nurse cells and oocyte. 

A tunica propria encloses the cells of germarium and vitellarium. 

An epithelial sheath consisting of two layers of squamous cells into 

which tracheoles penetrate covers the tunica propria. Haematocytes 

are found to invade in the space between the tunica propria and the 

epithelial sheath. 
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THE CELL-MASS UNDER THE CENTRAL PORTION OF GERM DISC， 

ITS MORPHOLOGY AND PUTATIVE ROLES IN DEVELOPMENT OF 

THE HORSESHOE CRAB， TACHYPLEUS TRIDENTATUS 

ITOW， T. and S. IWASAKI 

Depart怒entof Biology， F昌むultyof Education， Shizuoka University 

1. Hi s to1og ica1 fea tures (Fig p.6 ): A t s tage 7幽 8，the ce11 

mass was obs告rv号dund母rthe germ disc. At stag号 9-10，the band-1ike 

sheet of ce11s spread anteriorwards from the ce11ωmass， these 

C日11sare probably of mesoderma1 origin. At the. same stage， 

th巴 cellsto COl立pos己 thecumu1us posterior w告re iso1ated from 

the cell-mass and migr且tedpost日riorwards. As the resu1t， the 

C巴11・massund母rthe centra1 portion of the g号rmdisc became sm丘ller.

Af士号rstage 10， the m邑sodermalband further elongatetl; the ce11 ω 

mass became to situat日 at the posterior日ndof embryonic area as 

a result of昌ctivemorphogenetic movement. The ce11s of the cumu1us 

posterior migrate gradually outward to disperse. 

2. Experiments: An embryo at stage 7 was dissociated， and 24 .hr 

1at♀r the ce11s were reassociat色d. Th告 cells 官ereorganiz思d into 

a complete embryo， exc日ptth且tthe ce11-mass und巴r‘germdisc was 

separated into severa1 pieces. The treated embryos develop白d into 

mult iplε 号mbryos. From the stage 8 ξmbryos being dissocia士号d for 

24 hr and re乱ssociated，monsters lacking the posterior part of 

embryos dev日10pedprobab1y caused by disturbance of norma1 under-

g号rm-discc母11-mass formation. Sekiguchi (1966) reported that 

embryos with deficiency at posterior part developed， when the por崎

tion shown by arrows in Figp.6 was electrica11y c乱uterized.

From the above-mentioned resu1ts， it may be suggested that 

the ce11-mass at stage 7 may have the capacity to organize 

a who1e 邑mbryoeven wh告n dissociated into sma11 pieces， and the 

ce11-mass after stage 8 may be responsib1e only for organization 

of the posterior part of embryo. 

Those ch昌ractersa註d the position of the ce11-mass滋ayindi-

cate that it corresponds to the telob1ast area and the growth zone 

in Annelida. 
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ELECTRON MICROSCOPIC OBSERVAT10N OF THE EARLY EMBRYONIC 

DEVELOPMENT IN THE SILK WORM， BOMBYX MORI 11. BLASTODERM 

AND GERMBAND FORMATION STAGES 

MIYA， K. 

L品boratoryof Applied Entomology， Faculty of Agriculture， 

Iwate University 

U1trastructura1 changes of th邑 si1kworm号ggw号reobs告rvedduring 

b1astod邑rmand 器官rmbandst乱g恐s. Oolemm丘 showed sp品rs号 microvilli 

母ggsurfac告 duringm昌turationdivision， then th母 P号rip1asmpro-

truded into large cytop1asmic processes. These processes became 

sm品11erat c1eavage st品草田昌ndpro蕊 in号ntag品in昌tb1astoderm form品tion

stage. 

C1eavage nuc1ei wer日 enc10sedin cytoplasmic is1呂ndsand most 

of them migrat母dtひwardthe surfac号 toform blastoderm c告11s，but 

so滋阜 nuc1芭ir号main号d in the yo1k region. Distribution of organel1母s

in the cytoplasmic islands was rεmarkably differ邑ntbetwe号nth邑

on日smigrating and not migrating. Mitochondria and microtubules 

wer日 observedabundantly in migrating en日rgid (Fig. 1)， on the 

oth日rhand， rosary-1ik日 st品cksof rough持 surfaced邑ndop1乳smicreti-

culum developed wε11 in th色 notmigrating energid (Fig. 2)。

Cleavag号 nuclei migrating 昌f士宮rby th母 $告己ondaryyolk membr昌ne

formation could not contribute to the formation of blastod吉rmand 

品ttachedon the inn号r surface of the membr品n母 Thecytoplasm sur“ 

rounding these cleavage nuclei showed ultr品思tructuresimilar to 

that of cytop1asm surrounding the ordinary migrating nuclei. 

These nuclei participated yolk cells at the germband stage. The 

diff母T告ncein ul士T昌幸tructureb号tw号号nmigr証ting品交dnon migrating 

日n申rgidswas lost after th母 completionof yolk segm号ntation.
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MIDGUT EPITHELIUM FORMATION OF A JUMPING BRISTLETAIL 

PEDETONTUS UNIMACULA1'US (INSECTA， THYSAトIURA，MACHILIDAE) 

MACHIDA， R. 

SugB.d証iraMontane Research Center， The University of Tsukuba 

The mid申 gutepith日liumof 1且rvae is formed from two typ日sof 

C告11s，crytts and yo1k ce11s. The crypts are derived from yolk 

cells and located at the periphery of developing mid-gut rudiments. 

These ce11s pro1iferate ，. and the 日pith巴liumformed by the descendants 

of the crypts is fortified by yolk cel1s migr昌tedfrom their original 

position. The mid-gut epithelium， thus， is 号ntir日lyderived from the 

yolk cel1s， and no oth巴relements such as the components of the 

stomodaeum， proctodaeum or the middle strand of inner lay告rparticipat日

to the mid嶋 gutepith日liumformation. The observation indicates that 

the mid-gut epithelium formation of P. U円 imacu~α tU8 may be c且tegorized

into a primitive typ母 inthe Insεcta， and that this type may be 

じlassifiedas an intermediate or transi巴ntbetween the Collembola 

type and the Thysanura type. 
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(MECOPTERA INSECTA) 

MID-GUT FORMATION OF PANORPA PRYERI MACLACHLAN 

SUZUKI， N. and H. ANDO 

3日gadairaミ10託tane立esεarchCeτlter， The Uni versi ty of Tsukuba 

The embryonic period of Pa月orpα pryeriis 150明 160hrs (210C). 

At 60 hrs aft芭roviposition，昌 shallowstomodaeal pit app号ars at the 

C日nterof the protoc日phalon. At this stage， the anterior mid-gut 

rudim日nt(J¥MR) differentiat巴s from the ventr丘1wall of the stomodaeal 

pit. As the developm合ntproceeds， the AMR bifurcates and extends 

posteriorly as a pair of ribbons. The amniotic fold as a thick 

C日11 Iayer is also formed at this st品ge 呂tthe caud乱1end of the 

embryo脚 A pouch c呂usedby the fold is tD dev母lop into the procto-

daeum. At 62hrs after oviposition， the c昌udal end of the embryo 

b日gins to sink in the yolk and the posterior mid-gut rudiment (PMR) 

differentiates from the blind 官ndof the proctodaeal rudiment. 

As the proctodaeal invagination elongates， PMR bifurcates and extends 

anteriorly as a pair of ribbons. At 84hrs after oviposition， J¥MR and 

PHR meet 呂tth邑 3rdor 4th abdominal segm告ntof the embryo 旦nd

品ndanastomose. The mid-gut rudiments grow laterally over the yolk， 

the right and left mid-gut rudiments anastomose along the ventral 

mid-line by 116hrs， and 旦long~he dorsal mid柑 lineby 130 hrs. 

Formation of proctodaeum and posterior mid-gut rudi引lentof Panorpa pryer五

1.60hrst 2.62hrs. 3.6おhrs$4.6喜hrs，5.70hrsf 6.72hrs af乞eroviposltioηac;amnio乞iccavi乞γ，
om;amnion. bep;bl ind end 0千 ρroctodaeum~ 9Cigerm ceJ 1， rnc;mesodermal cell. mtjMalpighian 
tubule. pd;proctodaeum， pmr;po5ter ior mid-gut rudiment， pw;proctodaeal wall， se;serosa. 
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COMPARISON OF ENBRYONIC DEVELOPトlENT IN 

PARANEOPTERAN ORDERS 

日AGA，K. 

Institute of Biological Sciences， The University of Tsukuba 

Lmb1'yonic Jcvclopment ¥，C1'e comp品redbetwεcn thysanop士er昌ns，

BactY'idothY'ips bY'evitubus (Ilaga， unprinteJ)， buffa五

(sournicr， 1966) 品nJ HapZothY'ips veY'basci (Hcming， 1979)， and 

parancoptcran orJers (Goss， 1952， 1953; Scholzer， 1937; Butt， 19 

，19 ;日andcr，1956; ctc.). Thc comparison was done on 25 characters 

pickcJ out of those in ovarian structur母s，日a1'ly embryogenesis and 

organogcnesis. じvery sing1e character was subcat号goriz日d into 2 

or 3 ~hich wcre coJeJ by symbo1s， A， B 01' C (τab1e 1. p. 10 ). For 

examplcs， polytrophic type ov昌 ries found in Psocoptera， Mallophaga 

and Anoplura was defined as A; telotrophic type in Het日ropteraand 

flomopte1'a as C; 且nd pa日oistic type in Thysanoptera as B， while the 

presenc巴 ofoosome in 巴ggcytoplasm was coded B， and A me品nt its 

abs巴nce. Evolutionary significanc巴 was not considered乱tcoding. 

The numbcr of the common symbo1s was scored b己twe己n given two 

ordεrs ぐE昌bl思 2.). 

Thc scores suggest that Nal10phaga and Anoplura 昌re close to 

each othcr 1ike Homoptera and Heteroptera ar巴 Psocopteramoder品te

ly resembles th巴呂11members， while Thysanoptera positions ne且r

Psocopt巴raand Hemiptera but far from Mallophaga and Anoplura. 

PSOCO- MALW“ ANO- THYSANO- HOMO- HETERO-

PTERA PHAGA PLURA PTERA PTERA PTERA 

PSOCOPTERA 会 9 8 9 7 8 

MALLOPHAGA ヲ 会 20 4 5 g 

ANOPLURA 8 20 * 3 7 吾

THYSANOPTERA 5 4 3 求 ? g 

HOMOPTERA 7 5 7 7 * 19 

HETEROPTERA 8 8 6 8 19 * 

TABLE 2. Resemb1ance工ndexof E毘bryonicDevelopment in Paraneopteran 
Orders based on T.且BLE1 of p. 10. 
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EFFECT OF NaCN UPON THE FREQUENCY OF DOUBLE MALFORMATION 

IN CENTRIFUGED EGGS OF CHIRONOMUS 

YAJIMA， H. and M. SAKURAI 

Department of Biology， Faculty of Science， Ibaraki University 

Cu1tivation of centrifuged eggs at 300C yie1ds more doub1e 

cepha10ns than incubation of these eggs at 200C. Since the incuba-

tion at 300C brings about many undifferentiated eggs as we11 as the 

doub1e cepha1ons， the condition cou1d be unfavorab1e for the deve1op-

ment of the centrifuged eggs. Thus the cu1tivation of the eggs 

in NaCN solution was performed to test the hypothesis because the 

agent is expected to give another unfavourab1e condition to the 

centrifuged eggs. 

Exposure of centrifuged eggs to NaCN increased the frequency 

of doub1e ma1formations. In the eggs centrifuged at 2 po1e ce11 

stage， frequency of doub1e cepha10n increased with the increasing 

concentration of NaCN， whi1e， in ones centrifuged at 30' after 

2 po1e ce11 stage， many doub1e abdomens were obtained from treat-

ment in a 10wer concentration of NaCN and doub1e cepha10ns deve-

10ped predominant1y in the combination of the centrifugation and 

a higher concentration of NaCN. An experiment exposing the eggs 

to NaCN during short term at various stages showed that the effect 

of NaCN to increase the frequency of doub1e cepha10n was not 

different in stages befor巴 100' after the centrifugation. Beyond 

the 100'， sensitivity became gradua11y 1ower. Treatment of the 

centrifuged eggs by NaN
3 

a1so increased the frequency of doub1e 

cepha1on. These resu1ts indicate'that there may be a causa1 

re1ationship between the mitochondria or some mitochondria1 enzymes 

and the axia1 pattern formation of Chironomid embryos， a1though 

such a probabi1ity was once denied by Ka1thoff et a1 (1975). 
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主滋BRYOG忍NESISOF ABDOMINAL FILAMENτS (TRACHEAL GILLS) 

OF PROTOHERMES GRANDIS THUl怯 ERG (MEGALOPTERA CORYDALIDAE) 

MIY主主主WA，K. 

Gakushuin High School 

It is cont1'ov告1'sia1whethe1' abdomina1 app悲ndagesof insect 

la1'va日 a1'告 homologous with th号 thoracic 1官菖5 01' not {cf. Hinton， 

lヲ55;Matsuda， 197岳). The母mbryoof P尽 gr畠ndishas Z p且irsof 

evaginations in th母 fi1'st abdomina1 segm母nt; the m母dianpair l'母副

p1'esent the p1europodia and the 1a士号1'a1pair is.the 在n1agenof the 

品bdomin品工 fi1am母nts (Miyakawa， 1979). 

A pair of母vaginationsof epid邑rmisfrom whiεh the abdomina1 

fi1aments deve10p arise品tp1aces where品T母 n告stedby oenocytes 

on th母 innersurface of the epid母rmis. Th巴 mainp品rt.of the latera1 

musc1e an1agen run inside the 0告nocytes. The evaginations grow 

fast and it receives 2 or mor申 1at号ra1musc1邑 fibersat its base， 

and a1so a tr品ch号a1branch. 。告nocytesr告mainnear the base of the 

abdomina1 fi1ament an1ag号n.

耳石tsedon th告 abov母 observation and compa1'ison of that with 

embryos of Chrysopa perla (Bock， 193吉)， S土t持opsyc(!egr手seipe托吟is

(Miyakawa， 1974) and Pa持orpαpryeri (Ando and Haga， 1974)， it is 

conc1ud母dthat the abdominal append昌gesof insect larvae diff母r in 

origin d母pendingon groups of the insect φTh告 abdomin昌1fi1am母nts

of P. grandis are not considered to be homo1ogous with thoracic legs. 
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先生は，当日おみえにならず，なぜか一週間

後に筑波研修センターに現われました。

シンポジウムは例年どおり盛会であったが，

アルコールはいざ知らず，食べ物が不足のよ

うでした。

第 2日目は天候に恵まれ講演終了後，筑波

山へ行くグループ・筑波大学を見学するグル

ープ等に分かれ，各夕、、ループとも筑波研究学

園都市の様子を少しは感じとっていただけた

かと思います。(杉田記)

会記

第 1日目はあいにくの雨にもかかわらず多

数の参加者を得て，講演・シンポジウムとも

に盛会であった。特に宮慶一郎先生には，世

話人一同がまだ会場に集まる前に一番乗りを

されてしまい，大変御迷惑をおかけいたしま

した。松崎先生は大学の都合で急l乙参加を取

り消しになりました。茨城大学の矢島先生一

行は，交通事情で到着が遅れ←特に当日16皿

映画を上映する予定でしたので 世話人一同

やきもきさせられました。科学博物館の山崎

第16回談話会

終了後に具体化する方向で意見一致。

5. 会員名薄の整備。会員の確認とメイリン

グリストの整理をする。

6. 講演要旨集の費用の件。印刷費を各大学

で分担する乙とになった。

7 会の名称の検討。「談話会Jから「学会J

へ変更する件について継続的に検討してい

く乙とになった。

総会記事

第 2日自に行われた総会では，安藤裕氏の

議長のもとに，つぎの乙とが話し合われた。

1. 会員消息。落合盛吉先生が逝去された。

2. 次年度の会場。茨城大の矢島・仁木両氏

を幹事として，茨城県内で開催する。

3. 国際昆虫学会議の件。第16回 I.C.Eの中

で予定されている本会関連のシンポジウム，

ワークショップなどについての説明。

「節足動物発生学」出版の件。I.C.Eの (芳賀記)

(名市立女子短大)

(名大・理・動)

(筑波大・菅平実セ)

(筑波大・生物科学研究科)

(東農大・昆)

(都立国立高校)

(筑波大・生物学類)

(茨城大・理・生)

(筑波大・生物学類)

(茨城大・理・生)

(筑波大・生物科学系)

(茨城大・理・生)

(放医研)

(筑波大・下回実セ)

(筑波大・生物科学研究科)

(筑波大・菅平実セ)

(岩手大・農・応用見)

(学習院)

(茨城大・理・生)

実

子

久

伸

行

郎

志

三

笑

子

夫

子

樹

子

郎

郎

三

雄

一一

孝

光

仁

雄

千

玲

和

真

洋

俊

恭

龍

慶

幸

英

幸

輝

同

居

木

樫

島

村

村

木

宮

原

賀

原

施

岡

子

田

川

島

38名(アイウエオ順)

学 (筑波大・生物学類) 高

弘 (茨城大・理・生) 武

裕 (筑波大・菅平実セ) 露

夫 (静大・教育・生) 冨

周 (筑波大・生物学類) 長

幸 生 (名大・教養・生) 中

茂 子 (三重大・水産・生) 中

益吉 (筑波大・生物科学系) 仁

健 市 (名大・教養・生) 西

真理子 (茨城大・理・生) 野

暢夫 (東農大・毘) 芳

亮 二 (筑波大・生物学類) 荻

昭 夫 (東邦大・理・生) 布

淳 (筑波大・教育科学研究科)牧

子 (茨城大・理・生) 増

夫 (筑波大・生物科学系) 町

昭 (筑波大・生物科学系) 宮

夫 (筑波大・菅平実セ) 宮

(筑波大・生物科学系) 矢
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池
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藤

一
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